
  

(1）経営成績に関する分析 

①当期の経営成績  

全般的状況 

 当期の経済情勢は、アジアでは中国をはじめとして一定の景気拡大が継続しましたが、その勢いは鈍化しており、

米国では緩やかな景気回復が続きながらも、欧州では財政不安や失業率の高止まりにより景気が足踏み状態にあるな

ど、世界経済は不透明な状況が続きました。 

 一方国内経済は、東日本大震災によるサプライチェーンの混乱もその立て直しが比較的順調に進み、景気は持ち直

し傾向にあるものの、円高や海外需要の停滞などにより厳しい環境が続きました。 

 このような状況の下、当社グループは２０１０年度から２０１２年度の三カ年の中期経営計画「ステージアップ 

２０１２ ―新たなる挑戦―」の基本方針に基づき、その二年目として目標の早期達成に向け更なる業績の向上に取

組んでまいりました。 

 この結果、当社グループの連結売上高は前期に比べ２２５億９千１百万円増の６，３８６億５千３百万円、連結営

業利益は１６億４千３百万円増の４６０億６百万円、連結経常利益は１７億８百万円増の４０８億８百万円、連結当

期純利益は５７億２百万円増の２２９億６千９百万円となりました。 

  

   

 また、当社単独では、売上高は前期に比べ１８３億７千万円増の３，１３４億５千万円、営業利益は７億２千６百

万円増の２５０億１千２百万円、経常利益は１２億９千６百万円増の２２０億７千１百万円、当期純利益は６０億７

千７百万円増の１１３億８千万円となりました。 

 なお、東日本大震災、タイ洪水による当期業績への影響は、ともに比較的軽微でした。 

  

セグメント別状況  

 セグメント別の概況は以下のとおりです。 

  

化成品・樹脂セグメント 

 アジア市場の旺盛な需要に支えられ高騰し続けたナイロン原料のカプロラクタムは、秋口以降、景気減速懸念など

から市況が悪化しましたが、通期で見るとスプレッド（製品と原料の値差）は前期を大きく上回りました。原料調達

や自動車向け需要などの面で懸念された東日本大震災やタイ洪水の影響が軽微にとどまり、ポリブタジエン（合成ゴ

ム）は堅調で、ナイロン樹脂はタイでの新設備稼働もあり好調でした。工業薬品も総じて堅調に推移しました。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前期に比べ２６５億１千万円増の２，３１０億２千６百万円、連結営業利

益は２９億６千３百万円増の２２９億８千８百万円となりました。 

  

１．経営成績

項  目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

当  期 ６，３８６億円 ４６０億円 ４０８億円 ２２９億円 

前  期 ６，１６０億円 ４４３億円 ３９１億円 １７２億円 

増 減 率 ３．７％ ３．７％ ４．４％ ３３．０％ 

項  目 連結売上高 連結営業利益 

当  期 ２，３１０億円 ２２９億円 

前  期 ２，０４５億円 ２００億円 

増 減 率 １３．０％ １４．８％ 



  

機能品・ファインセグメント 

 リチウムイオン電池用の電解液・セパレーターは総じて堅調で、セラミックスも軸受、切削工具向けなどの需要が

底堅く、堅調に推移しましたが、薄型ディスプレイをはじめ電子情報材料分野の需要不振のため、ポリイミド等、多

くの製品で出荷が伸び悩み、価格も低下しました。またファインケミカル製品は、アジアでの需要低迷や円高の影響

も受けました。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前期に比べ４４億９百万円減の６４３億６千８百万円、連結営業利益は 

３２億６千２百万円減の５４億５千万円となりました。 

  

  

医薬セグメント 

 抗アレルギー剤や血圧降下剤、抗血小板剤の自社医薬品を中心として、原体・中間体の販売は順調に伸長し、ロイ

ヤルティー収入も増加しました。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前期に比べ２３億３千３百万円増の１１１億８千６百万円、連結営業利益

は１４億２千１百万円増の３７億２千９百万円となりました。 

  

  

建設資材セグメント 

 セメント・生コン、建材製品の販売は、マンション・住宅着工や企業の設備投資が持ち直すとともに、復興需要も

出始めたことにより増加しました。エネルギーコスト上昇の影響はあったものの、旺盛な海外需要を取り込み、セメ

ント製造設備はフル稼働を維持し、各種廃棄物の原燃料へのリサイクル利用も拡大しました。カルシア・マグネシア

製品の販売は、カルシア製品が粗鋼生産の落ち込み等の影響を受け、全体では販売が低調でした。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前期に比べ８６億８千５百万円増の２，０９１億５千５百万円、連結営業

利益は５億７千５百万円増の８６億７千３百万円となりました。 

  

項  目 連結売上高 連結営業利益 

当  期 ６４３億円 ５４億円 

前  期 ６８７億円 ８７億円 

増 減 率 △６．４％ △３７．４％ 

項  目 連結売上高 連結営業利益 

当  期 １１１億円 ３７億円 

前  期 ８８億円 ２３億円 

増 減 率 ２６．４％ ６１．６％ 

項  目 連結売上高 連結営業利益 

当  期 ２，０９１億円 ８６億円 

前  期 ２，００４億円 ８０億円 

増 減 率 ４．３％ ７．１％ 



  

機械・金属成形セグメント 

 自動車産業向けを中心とする成形機は新興国向けの新機種を中心として出荷、受注ともに増加しましたが、竪型ミ

ルや運搬機等の産業機械は受注、出荷ともに減少しました。成形機、産業機械ともに円高や国内外メーカーとの価格

競争の激化等により厳しい状況が続きましたが、コストダウンや合理化により採算面では改善しました。製鋼品の出

荷は堅調でしたが、円高の影響を受けました。 

 この結果、昨年３月に決定したアルミホイール事業からの撤退の影響もあり、当セグメントの連結売上高は前期に

比べ１０８億５千８百万円減の７２５億７千５百万円となり、一方連結営業利益は１３億２千２百万円増の３０億８

千６百万円となりました。 

  

  

   

エネルギー・環境セグメント  

 石炭事業は、販売炭、電力会社向けを中心とする預り炭ともに需要堅調ながら、コールセンター（貯炭場）の受入

れ余力不足が続き、取扱い数量は前期を下回りました。電力事業は、燃料である石炭価格は上昇したものの、売電価

格の上昇もあり堅調でした。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前期に比べ３３億７千３百万円増の６２５億１千８百万円、連結営業利益

は６億６千４百万円減の３３億５千８百万円となりました。 

  

  

その他のセグメント  

 その他の連結売上高は前期に比べ９億４千１百万円減の２５９億１千１百万円、連結営業利益は９千５百万円減の

１０億３千４百万円となりました。 

  

項  目 連結売上高 連結営業利益 

当  期 ７２５億円 ３０億円 

前  期 ８３４億円 １７億円 

増 減 率 △１３．０％ ７４．９％ 

項  目 連結売上高 連結営業利益 

当  期 ６２５億円 ３３億円 

前  期 ５９１億円 ４０億円 

増 減 率 ５．７％ △１６．５％ 

項  目 連結売上高 連結営業利益 

当  期 ２５９億円 １０億円 

前  期 ２６８億円 １１億円 

増 減 率 △３．５％ △８．４％ 



  

当期に実施した主な施策など 

化成品・樹脂セグメント 

◆ アジアでの需要の伸びに対応するため、昨年４月に堺工場で年産５千トン、昨年１２月にタイ国のウベ・ケミカ

ルズ・アジア社で年産２万トン、カプロラクタム生産能力をそれぞれ増強しました。 

   

機能品・ファインセグメント 

◆ タイ国のウベ・ファイン・ケミカルズ・アジア社において、昨年６月に１,６ヘキサンジオール工場が完成し、営

業運転を開始しました。 

◆ 当社と韓国のサムスンモバイルディスプレイ社は、次世代ディスプレイの基板用にポリイミドを生産・供給する

合弁会社の設立に合意し、昨年８月、「エスユーマテリアルス社」（本社：韓国忠清南道 牙山市）を設立しまし

た。 

◆ リチウムイオン二次電池向け需要の増加に対応するため、昨年９月に宇部ケミカル工場において、第７期機能膜

（セパレーター）製造設備が営業運転を開始しました。 

◆ 当社と米国のダウ・ケミカル社は、今後ハイブリッド自動車や電気自動車などの車載用途をはじめとして蓄電用

途や産業用途などで、大幅な需要の増加が予想されるリチウムイオン二次電池向け電解液の製造及び販売等の合

弁事業化に合意し、「アドバンスド・エレクトロライト・テクノロジーズ社」（本社：米国ミシガン州）を昨年

１２月に設立しました。 

◆ 当社がマリン系香料「ヘリオフレッシュ®」の製法として世界で初めて実用化した完全化学合成法の開発につい

て、昨年１２月に「２０１１年日経地球環境技術賞 優秀賞」を、また今年２月には「第６０回 日本化学会 

化学技術賞」を相次ぎ受賞しました。 

◆ 太陽電池生産用部材、軸受・切削工具向けなどの需要拡大に対応するため、今年１月、宇部ケミカル工場におい

て窒化珪素（セラミックス）の増産設備が完工し、営業運転を開始しました。 

  

医薬セグメント  

◆ 医薬原体の今後の需要に対応するｃＧＭＰ対応の医薬原体製造設備として、第四医薬品工場が宇部ケミカル工場

内に完成し、昨年９月に営業運転を開始しました。 

◆ 昨年１０月、当社は参天製薬株式会社（本社：大阪市）との間で、当社の保有するEP2アゴニスト化合物の眼科疾

患治療剤（開発コード：ＤＥ－１１７）に関するライセンスを供与し、緑内障・高眼圧症治療剤として共同開発

することに合意しました。 

  

建設資材セグメント 

◆ 昨年７月、宇部興産海運㈱が運航するセメント運搬船「興山丸」が、学術的産業的技術をさらに発展させ、また

その先進性・重要性を国内外に知らしめた船舶等に贈られる日本マリンエンジニアリング学会の「マリンエンジ

ニアリング・オブ・ザ・イヤー２０１０」を受賞しました。 

◆ 宇部マテリアルズ㈱は、双日㈱とともに昨年８月、中国安徽省の石灰製造会社「青陽海億社」に出資し、経済成

長に伴い市場が急拡大している中国の石灰事業に参入しました。 

◆ 苅田セメント工場に廃プラスチック燃料化設備が今年３月に完工し、営業運転を開始しました。廃プラスチック

から塩素、異物を取り除く前処理を行う本設備により、さらにセメント製造工程での廃棄物処理を拡大してまい

ります。 

  

機械・金属成形セグメント 

◆ 宇部興産機械㈱と宇部テクノエンジ㈱は、インドをこれからの重要市場と位置づけ、産業機械・装置に関するア

フターサービス・販売を目的として「ウベ・マシナリー・インディア社」(本社：インド ハリヤナ州 グルガオン

地区)を昨年１２月に設立しました。 

  

その他 

◆ 当社は、台湾におけるＵＢＥグループ製品の市場開発、営業開発の拠点として、昨年１２月、台湾・台北市に

「台湾宇部社」を設立しました。 

  



  

②次期の見通し  

今後の経済情勢につきましては、引き続き新興国の経済成長が期待されながらもその勢いは鈍化しており、先進国

でも緩やかな景気回復が見込まれるものの、世界経済は欧州財政危機の影響による景気の下振れ懸念が拭えず、また

国内経済においても、東日本大震災からの復旧・復興需要は見込まれるものの、電力供給の制約や原子力災害の影響

が懸念され、原燃料価格や為替等の先行き不透明な要因もありますことから、事業環境は予断を許さない厳しい状況

が続くものと予想されます。こうした情勢を踏まえ、次期の業績見通しについては、平成２４年４月から平成２５年

３月までの為替水準を１ドル＝８０円、国産ナフサ１ｋｌ＝５４，８００円と想定し、次のとおり予想しておりま

す。 

連結売上高は、化成品・樹脂セグメント及び機能品・ファインセグメントでの販売数量増による増収等により、

６，７８０億円と予想しております。連結営業利益は、化成品・樹脂セグメントにおいてカプロラクタムのスプレッ

ド（製品と原料の値差）縮小による減益が見込まれるものの、機能品・ファインセグメントや建設資材セグメントに

おいて販売数量増等による増益が見込まれるため、当期を若干上回る４７０億円と予想しております。連結経常利益

は４１０億円、連結当期純利益は２３０億円とそれぞれ予想しております。 

  

  

  
セグメント別連結売上高  

  
セグメント別連結営業利益  

（注）調整額は、各セグメントに配分していない全社費用（各セグメントに帰属しない一般管理費等）及びセグメン

ト間取引消去額の合計額です。 

項  目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

平成25年3月期 ６，７８０億円 ４７０億円 ４１０億円 ２３０億円 

平成24年3月期 ６，３８６億円 ４６０億円 ４０８億円 ２２９億円 

増 減 率 ６．２％ ２．２％ ０．５％ ０．１％ 

項  目 化成品・樹脂 
機能品・ 

ファイン 
医薬 建設資材 

機械・ 

金属成形 

エネルギー・

環境 
その他 

セグメント間

の内部売上高

消去 

平成25年 

3月期 

２，５８０ 

億円 

７８０ 

億円 

１２５

億円 

２，０５０ 

億円 

７８５

億円

６４５ 

億円 

２３５ 

億円 

△４２０ 

億円 

平成24年 

3月期 

２，３１０ 

億円 

６４３ 

億円 

１１１ 

億円 

２，０９１ 

億円 

７２５ 

億円

６２５ 

億円 

２５９ 

億円 

△３８０ 

億円 

増 減 率 １１．７％ ２１．２％ １１．７％ △２．０％ ８．２％ ３．２％ △９．３％ ー 

項  目 化成品・樹脂 
機能品・ 

ファイン 
医薬 建設資材 

機械・ 

金属成形 

エネルギー・

環境 
その他 

調整額 

（注）  

平成25年 

3月期 
１８５億円 ９０億円 ４０億円 ９５億円 ３５億円 ４０億円 １０億円 △２５億円 

平成24年 

3月期 
２２９億円 ５４億円 ３７億円 ８６億円 ３０億円 ３３億円 １０億円 △２３億円 

増 減 率 △１９．５％ ６５．１％ ７．３％ ９．５％ １３．４％ １９．１％ △３．３％ ー 
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